
【資料４－１】 

【短期集中予防型サービスのモデル事業について】 

 

 

 

１ 目的 

疾病等で心身機能等が低下した要支援者等が、心身機能等の低下前に送っていた生

活を取り戻すこと及び要介護状態への進行を防止することを目的に、介護予防・日常

生活支援総合事業の第１号通所事業にあたる短期集中予防型サービスのモデル事業

を実施する。 

 

２ 事業内容 

要支援又は事業対象者の認定を受けた第１号被保険者で、市が訪問調査を委託した

リハビリテーション専門職及び地域包括支援センター職員による訪問調査及びアセ

スメントを受けた者に対し、施設への通所により運動機能向上・栄養改善・口腔機能

向上・社会参加・セルフマネジメント等のプログラムをおおむね３か月間全１２回の

サービスに分けて提供する。 

 

３ 現在までの活動 

 【令和５年１０月】県地域包括ケアシステム構築に係るアドバイザー派遣利用開始 

 【１月】介護事業所向け総合事業研修会 

 【３月】短期集中予防型サービス モデル事業 実施事業所募集・決定（２事業所）  

【５月】短期集中予防型サービス試行サービス実施要綱策定 

 【６月～７月】試行サービス事業所契約事務・利用者選定 

 【８月】試行サービス開始（１０名） 

 

４ 今後の予定 

 【１１月】試行サービス 全サービス終了 

 【１１月中旬～下旬】事業評価・本格実施判断 

  （１１月１８日に県地域包括ケアシステム構築に係るアドバイザー派遣初回） 

 【翌１月】介護事業所向け報告会実施、必要に応じ関係団体への説明 

 【翌２月】（モデル実施継続又は本格実施決定の場合）実施事業所募集 

 

41




